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課題への取り組み

　1節　データの整理と分析

　２節　データの相関 相関関係・相関係数について学習し、データを
比較できるようにする。

課題への取り組み

　３節　１次不等式

授業時の様子

授業時の様子

授業時の様子

第１章　数と式

授業時の様子

課題への取り組み

小テスト、レポート

課題への取り組み

課題への取り組み

　２節　２次方程式・２次不等
式

課題への取り組み

課題への取り組み

授業時の様子

授業時の様子

１学期中間考査

整式に関する用語や基本法則を理解し、展開・
因数分解を能率よく計算する方法を学習する。

　１節　式の計算

第３章　２次関数

第５章　データの分析

　１節　関数とグラフ

集合の考えを命題等の考察に生かし、必要・十
分条件や対偶、背理法を扱い、論理的思考力
を身につける。

第２章　集合と論証

　２節　実数

２次関数の標準形からグラフの描き方を学習す
る。さらに、グラフの平行移動についても理解す
る。また、グラフの特徴を利用して、最大値や最
小値の求め方を学ぶ。さらに身近な事象につ
いて活用できることを学習する。また、グラフに
ついて与えられた条件から、その２次関数を定
められる。

根号や絶対値を含む式について、3つの根号
を分母に含む式の有理化や、2重根号の外し
方等も含めて学習する。

基本計算を基に、連立不等式、文章題、文字
によっての場合分けなどの応用問題を解けるよ
うにする。

授業時の様子

授業時の様子

授業時の様子

課題への取り組み

課題への取り組み

定期考査

授業時の様子

課題への取り組み

課題への取り組み

授業時の様子

授業時の様子

課題への取り組み

関数のグラフとⅹ軸との関係を考えることによ
り、方程式や不等式の意味を理解する。また、２
次関数のグラフとⅹ軸の共有点と、判別式Dの
符号との関係を理解する。また、２次関数のグラ
フと２次方程式の関係、さらにグラフを利用して
２次不等式を解く。

第１章　場合の数と確率

　１節　鋭角の三角比
　２節　三角比の拡張

　３節　三角形への応用

データ処理の基本的な性質や方法を学び、
データの特徴をつかめるようにする。

単位数科 目数　学

令和8年度　シラバス

学習項目 学習内容や学習活動

第 3 学年
文系選択者

　東京書籍「数学Ⅰadvanced」・「数学A advanced」

駿台文庫「大学入学共通テスト数学Ⅰ・A基礎編」、
数研出版「数学Ⅰ・AプレノートHalf」

教 科 書

副 教 材
学 級

教 科 　単位数学ⅠA研究

１　学習の到達目標

　「数学Ⅱ」の履修をふまえ、「数学Ⅰ」及び「数学A」の学習した内容の理解をさらに深め、数学の総合的な知識の習
得と発展的な技能の習熟を図る。

２　学習の計画及び評価方法

月 評価の材料等

１学期期末考査

第４章　図形と計量

円を利用して鈍角の三角比を定義し、三角比
の間の関係などについて理解を深める。

条件に応じて正弦定理や余弦定理を活用し、
三角形の面積を求める。円に内接する四角形
の面積について考察する。三角比を空間図形
の計量に活用できる。

具体的な事象の考察を通して、確率を理解し、
不確定な事象を数量的に捉える。

　２節　確率とその基本性質
　３節　いろいろな確率

　１節　場合の数 集合の要素の個数・樹形図・和の法則・積の法
則・いろいろな順列・組合せについての考え方
を学ぶ。
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３　評価の観点

４　評価方法　

５　担当者からのメッセージ

授業時の様子

授業時の様子
課題への取り組み

今まで扱ってきた問題の総復習（問題演習）

２学期中間考査

課題への取り組み

定期考査

課題への取り組み

授業時の様子第４章　総合演習 今まで扱ってきた問題の総復習（問題演習）

授業時の様子

小テスト、レポート

課題への取り組み

　４節　空間図形

第３章　図形の性質

円周角の定理とその逆、円に内・外接する四角
形の性質、接線、方べきの定理などを扱い、図
形の性質を論理的に考察し処理する。

約数と倍数の性質、最大公約数・最小公倍数
の求め方を整理する。

授業時の様子

授業時の様子
課題への取り組み

授業時の様子

授業時の様子

課題への取り組み

課題への取り組み

　１節　三角形の性質 三角形の辺と角の大小関係や三角形の内角、
外角の二等分線と辺の比、三角形の重心、内
心、外心などを扱い、図形の性質を論理的に
考察し処理する。

第２章　整数の性質

　１節　約数と倍数

　２節　ユークリッドの互除法と
不定方程式

　３節　整数の性質の応用 10進法をもとに数の仕組みを理解し，2進法な
どを用いて数を自由に表記できることを学ぶ。

課題への取り組み

授業を受けるに当たって
守って欲しい事項

　解法のポイントを重視して説明するので、わかっていることでも必ず確認してください。
そのため授業の多くは演習の時間となります。この時間に気をつけてほしいことは、わから
ないものをわからないままにしないということです。周りの友人や私に積極的に質問して、授
業中に「理解」まで行いましょう。良い時間にするかどうかは、あなた自身に委ねられてい
ます。
上のアドバイスにも載せましたが、授業で「理解」までできたものを、家庭学習で「解ける」段
階まで引き上げる練習をしましょう。また、なるべく毎日数学に触れてください。数学は１日勉
強しないと計算力が落ちていきます。１、２年生で積み上げてきた力を無駄にしないために
も、こつこつ問題を解く意識をもって取り組みましょう。

　数学の論理や体系に関
心をもつとともに、数学の
よさを認識し、それらを事
象の考察に積極的に活
用して数学的論拠に基
づいて判断しようとする。

　事象を数学的に考察し
表現したり、思考の過程
を振り返り多面的・発展
的に考えたりすることなど
を通して、数学的な見方
や考え方を身につけてい
る。

数学における基本的な概
念、原理・法則などを体
系的に理解し、知識を身
につけている。
事象を数学的に表現・処
理する仕方や推論の方
法などの技能を身につけ
ている。

主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現 知識・技能

評価の材料

授業時の様子
定期考査
課題への取り組み
課題提出

授業時の様子
課題レポート
定期考査

授業時の様子
課題レポート
定期考査

評価方法
　関心・意欲・態度、数学的な見方や考え方、数学的な技能及び知識・理解の3観点から評価規準に従
い、総合的に評価する。

確かな学力を身につける
ためのアドバイス

　解説を聞いたり読んだりして「理解」したと思っていたのに、テストになったら解けなかった、
という経験が少なからずあると思います。それは「理解」≠「解ける」だからです。
　では「解ける」ようになるためにどうしたらよいか。それは、「この問題は次に出会った
ら、答えまでたどりつけるか」と、常に自問自答することから始まります。「この問題はで
きるだろう」となるためには、その問題の解法のポイントや注意点（間違いやすい点）
が、頭に浮かんでくるまで覚えることが必要です。そうやって多くの問題の解法のポイントを
どんどん詰め込んでいくことが、数学で点数がとれる１歩目となります。

評価の観点

観点の趣旨

２学期期末考査

第４章　総合演習

整数の性質を利用して、不定方程式を始め、
様々な整数問題の解き方を学ぶ。

　２節　円の性質

空間上の点・直線・平面などの位置関係や平
行・垂直について学習する。


